
 

 

 

 

 

 

 

 多様な子供に対応する「個に応じた指導」を充実させるには、特定の方法に過度に依存

しない、「子供主語の学びを生み出すために、教師主語の研究や学びを絶やさない」姿勢が

求められます（『初等教育資料』令和6 年12 月号）。子供を起点として学び合う教師集団をどう

組織するか、3 つの学校の事例から学び、これからの教育の指針を得る機会とします。 

 

１ 日 時   2025（令和 7）年３月 1 日（土）１３：３０～１６：００ 

２ 開催方法  ハイブリッド 

３ 会 場   宮城教育大学５号館 1 階 FCR.Lab 

  オンライン  Zoom ミーティング 

４ 次 第                      

  入 室         １３：１０～１３：３０ 
 

  開  会・趣旨説明    １３：３０～１３：４０ 
 

第１部  話題提供   １３：４０～１４：４０ 
          「子供の学びの事実から出発する教師集団」 

             ・橋本 拓也 先生（仙台市立川前小学校 研究主任） 
             ・蒲倉 賢  先生（福島市立福島第三小学校 研究主任） 

             ・遠藤 宏紀 先生（宮城教育大学附属小学校 主幹教諭） 

             
休 憩         １４：４０～１４：５０ 

 
第２部  意見交流    １４：５０～１６：００ 
          「子どもの事実をふまえて学び合う教師集団」 

・話題提供者間の意見交流 

             ・話題提供者と参加者との意見交流 
                         ・全体交流 

 

まとめ・閉  会      １６：００～１６：１０ 
 

５ 申し込み方法 

○参加を希望する方は、メール（t-yo@miyakyo-u.ac.jp）で、吉村にお申込願います。 

 なお、申込締切の日時は 2月 27日（木）です。 

○Zoom ミーティングでの参加を希望の方には，参加に必要な ID とパスコードを各自のメールアドレス

へ送付します。 

メールの件名は【第6回研修会参加申込み】とし、本文に次のことをお書き願います。 

１：お名前 ２：勤務校 ３：参加形態（対面か、Zoomによる参加か） 

 

東北学校教育共創機構 公開教員研修会 
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